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全国過疎問題シンポジウム2025 in とっとり運営等業務 

公募型プロポーザル募集要項 

 

１ 趣旨 

  過疎地域の課題解決に向けて、全国の優れた取り組みに触れ、参加者相互の交流を

図るなど、人と人とのつながりを通じて将来を考える契機とする「全国過疎問題シン

ポジウム」を本県で開催するため、十分な業務実行力を備えた事業者からの企画提案

を募る。 

 

２ 業務の概要 

（１） 委託業務名称 

  全国過疎問題シンポジウム2025 in とっとり運営等業務 

（２） 業務内容 

  別紙「全国過疎問題シンポジウム2025 in とっとり運営等業務委託仕様書」のと

おり 

（３） 契約期間 

  契約締結の日から令和８年２月２７日まで 

（４） 予算上限額 

  金９，５１２，８００円（消費税及び地方消費税を含む） 

  ただし、この金額は予算上限額であり、契約時の予定価格を示すものではない。 

 

３ 参加資格 

  本件プロポーザルに参加する資格を有する者は、単独企業又は共同企業体とし、次

に掲げる要件を全て満たす者とする。 

（１）単独企業に関する資格及び条件 

ア 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定に該当しない者であ

ること。 

イ 令和６年鳥取県告示第507号（物品等の売買、修理等及び役務の提供に係る調達契

約の競争入札参加者の資格審査の申請手続等）に基づく競争入札参加資格（以下「競

争入札参加資格」という。）を有するとともに、その業種区分がイベント・広告・企

画のイベント企画・運営に登録されている者であること。 

ウ 本件調達の募集開始日から本件調達の企画提案書の提出期限までの間のいずれの

日においても、鳥取県指名競争入札参加資格者指名停止措置要綱（平成７年７月17日

付出第157号）第３条第１項の規定による指名停止措置を受けていない者であるこ

と。 

エ 本件調達の募集開始日から本件調達の企画提案書の提出期限までの間のいずれの

日においても、会社更生法（平成14年法律第154号）の規定による更正手続開始の申
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立てが行われた者又は民事再生法（平成11年法律第225号）の規定 による再生手続開

始の申立てが行われた者でないこと。 

オ 鳥取県内に本店、支店、営業所又はその他の事業所（以下「県内事業所」とい

う。）を有していること。ただし、県内事業所に従業員が常駐していることが確認で

きる場合に限る。 

カ 過去２年間に国又は地方公共団体が実施する来場者500名以上のフォーラムもしく

はシンポジウムの企画運営業務（以下、「類似業務」という。）を瑕疵なく履行した

実績を有する者であること。 

キ 本件調達の仕様書に示した業務を業務の期間内に確実に履行できる者であるこ

と。 

ク 本件プロポーザルに係る共同企業体の構成員でないこと。 

ケ 鳥取県との協力・連携体制及び個人情報保護の体制を構築できる者であること。 

 

（２）共同企業体に関する資格及び条件 

ア 各構成員が（１）アからオ、キ、ケのすべてに該当すること 

イ 構成員に（１）カに該当する者を１以上含むこと 

ウ 共同企業体が、２以上の者により自主的に結成されたものであり、いずれかの者

が代表者となること。 

エ 各構成員が、本件プロポーザルに参加する単独企業又は他の共同企業体の構成員

ではないこと 

 

４ スケジュール 

 募集開始       令和７年４月２５日（金） 

 参加申込書提出期限  令和７年５月１４日（水）午後５時 

 質問受付期限     令和７年５月１５日（木）正午 

 企画提案書提出期限  令和７年５月２３日（金）午後５時 

 企画提案書審査    書面開催（プレゼンテーションなし） 

 審査結果通知     令和７年５月下旬以降 

  

５ 応募手続き 

（１） 書類等提出先、質問受付（共通） 

全国過疎問題シンポジウム実行委員会事務局 

（鳥取県輝く鳥取創造本部中山間・地域振興局中山間・地域振興課 担当：河上・谷岡・盛田） 

住所：〒680-8570 鳥取県鳥取市東町一丁目２２０ 

電話：0857-26-7129（直通） 

  E-mail: chusan-chiiki@pref.tottori.lg.jp 

（２） 参加申込書の提出 
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① 提出書類（各１部提出） 

・プロポーザル参加申込書（様式１） 

・誓約書（様式２） 

・会社概要等整理表（様式３） 

   ※ 会社概要が把握可能な書類（会社パンフレットなど）及び財務諸表（直近

のもの）を添付すること。 

・類似業務実績整理表（様式４） 

・３ 参加資格（１）イ（物品等に係る競争入札に参加する者に必要な資格等）を

証明する書類の写し 

※物品等に係る競争入札に参加する者に必要な資格等（令和６年鳥取県告示第

507号）により申請中の場合は、「競争入札参加資格審査申請書」の写しを添

付し、資格を得た時点で、速やかに提出すること。 

・個人情報の管理に係る申告書（様式５） 

② 提出期限 

令和７年５月１４日（水）午後５時必着（郵送の場合は、当日消印有効とする） 

 ③ 提出方法 

  持参又は郵送（持参の場合の受付は、土日・祝日を除く、午前９時から午後５時

までとする。） 

 ④ 提出期限までに参加申込書を受理できない場合は参加を認めない。 

 ⑤ 申込後に辞退する場合は、辞退届（任意様式）を提出すること。 

（３）企画提案に関する質問の受付 

 ① 質問様式 

   質問票（様式６）を使用すること。 

 ② 受付期限 

   令和７年５月１５日（木）正午まで 

 ③ 質問方法 

  ・電子メールで送信すること。 

  ・電子メールの件名は、「全国過疎問題シンポジウム2025 in とっとり運営等業

務質問」とすること。 

 ④ 回答方法 

  ・質問に関する回答は一覧形式で作成し、原則、その時点で参加申し込みをして

いる者全員に対して電子メールにて回答する。 

  ・質問への回答は令和７年５月１５日（木）以降にまとめて行う。 

 ⑤ その他 

   電話や口頭での質問には応じない。また、本企画提案の内容に直接関係ない質

問や回答することにより本企画提案の公平性を保てない等と判断した質問には回答

しないこともある。 
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（４）企画提案書等の提出 

 ① 提出書類 

  ・企画提案書（様式任意）・・・・・・ ６部（コピー可） 

   ※ 提案１事業者につき、１提案とすること。 

   ※ 企画コンセプト、アピールポイント、作業スケジュール等を簡潔に記載す

るとともに、仕様書の業務内容等への対応を記載すること。 

  ・見積書（様式任意）・・・ １部 

   ※ 見積書の合計金額（税込）は「２ 業務の概要（４）予算上限額」の額を

超えないこと。 

 ② 提出期限 

  令和７年５月２３日（金）午後５時必着（郵送の場合は、当日消印有効とする） 

 ③ 提出方法 

 ・持参又は郵送（持参の場合の受付は、土日・祝日を除く、午前９時から午後５時

までとする。） 

  ・提出書類のPDFを別途メールで送付すること。 

 ④ その他 

・提出期限までに企画提案書等を受理できない場合は審査対象としない。 

・一度提出した企画提案書等は、これを書き換え、差し替え又は撤回することがで

きない。 

・「３ 参加資格」の条件を満たさなくなった者の企画提案及び次のいずれかに該

当する企画提案は無効とする。 

   ア 募集要項の規定に反した提案 

   イ 誤字、脱字等により必要事項が確認できない提案 

 

６ 審査に関する事項 

（１）審査は、書面で行い、プレゼンテーション・ヒアリングは実施しない。ただ

し、必要な場合、企画提案書の内容について提案者に質問する場合がある。そ

の回答はすべての審査員に提供する。 

（２）審査の結果を基に、第１順位の委託候補者を決定し、当該事業者との契約締結

の協議を行い、見積書を徴して契約を締結する。 

（３）審査の結果は、各提案者に「採用」「不採用」の別を連絡する。 

（４）第１順位の委託候補者が契約を締結しないときは次点の者と契約の交渉を行

う。 

（５）選定結果等は、県のホームページで公表する。 

※ 公表事項は、評価基準、配点及び評価、審査結果、第１順位委託候補者の名称等

とし、第１委託候補者以外の提案者の名称は公表しない。 
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７ 受託候補者の選定方法 

参加者の企画提案については、下記の評価基準に基づき審査員が審査を行い、最も高

い点数を獲得した事業者を候補者とする。なお、企画提案書等の内容が、上記「２ 業

務の概要 （４）予算上限額」を超えた場合は、審査の対象とはならないものとする。 

評価基準 

審査項目 審査観点 配点 

１ 実現性・計画性 【30】 

① 提案内容は仕様に沿ったものとなっており、かつ実現性が高いものとなっているか。 10 

② 参加者の受付、輸送等に必要な備品や輸送手段等が確保されているか。 10 

③ 事業を確実に実施するためのスケジュールが組まれているか。 10 

２ 業務推進体制 【30】 

① 事業の実施に必要な人員・組織体制が整っているか。 20 

② 実行委員会と連絡調整を行い、十分に意思疎通を図れる体制が整っているか。 10 

３ 経験・実績 【15】 

事業を適切に実施するための技術やノウハウ、実績を有しているか。 15 

４ 企画提案 【15】 

事業を効果的に実施するための企画提案がなされているか。 15 

５ 個人情報の漏えい等の有無 【0】 

過去２年間に受託業務における個人情報の漏えい等の事件を発生させていないか。 0* 

６ 費用の妥当性 【10】 

提案内容に対し、妥当な経費が見積もりされているか。 10 

合計 100 

 ＊様式５の記載内容を基に、個人情報の漏えい等の発生原因が、受託者の瑕疵や契約
違反による場合は「有」と判定し、２点減点とする。 

 

８ その他 

(１) 提出書類の取扱い 

① 参加者が提出した書類（以下「提出書類」という。）に含まれる著作物の著作

権は、参加者に帰属する。 

② 提出書類は返却しない。 

③ 提案内容に含まれる特許権など日本国の法令に基づいて保護される第三者の権

利の対象となっているものを使用した結果生じた責任は、原則として参加者が負

う。 

(２) 本プロポーザル参加に要する経費について 

  本プロポーザル参加に要する経費は、全て参加者が負担するものとする。 
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９ 書類の提出、問合せ先 

全国過疎問題シンポジウム実行委員会 

（鳥取県輝く鳥取創造本部中山間・地域振興局中山間・地域振興課 担当：河上、谷

岡、盛田） 

住所：〒680-8570 鳥取県鳥取市東町一丁目２２０ 

電話：0857-26-7129（直通） 

 E-mail: chusan-chiiki@pref.tottori.lg.jp 


